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藤岡層序試錐(予報)

～坑井地質を中心として～

おさむ

福田理

1.まえがきその探査に当っては物理探査が主要な手段とな

可燃性天然ガスおよび石油資源開発δヵ年計画の初年る.そこで将来の物理探査(重力･地震･磁気

度(昭和37牢)におけるもっとも重要な基礎調査･研究と･電気等)に備え多角的な調査･研究を伴う層

して計画･実施された春日部層序試錐の結果関東平野序試錐によってその記録の解析に寄与する地下

の中央部における探鉱に対して相当な希望を持ち得るの情報を得ておかなけれぱならない.

ことが明らかに狂ったばかりでなく探鉱を進めるうえ

に必要な多数の貴重な基礎資料が得られたことについてii五)炭化水素鉱床の成立に関連する各地層の物理･化

は本誌(福田1962)あるいは各種新聞の記事によって学的性質を明らかにする.

すでによ/知られているとお1である･泰1部層序試本属織→究極肱目的は関東地方における

錐の大きな成果にかんがみこの5カ年計画の早期達成遊離型天然珂ス鉱床および石油鉱床の探鉱に害

を期するため昭和38年度には群馬県藤岡市および所与すること1こある.そこで各地層中の炭化水

潟県西蒲原郡下において同様の大深度の層序試錐が計素類の賦存状況各地層の物理的性質および間隙

画･実施された.水中のC1一･NH｡十の濃度等を重点的に調べておか

藤岡層序試錐によって得られた各種の試料および検層なければならない.

記録については現在研究中の分野も少祖くないがと

りあえずすでに一応の結論カ油されている坑井地質を中3.位鼠

心としてとりまとめたのカミこの予報である.本文中の上に述べた諸目的を達成するため本層序試錐の堀さ

専門用語については春胃部層序試錐の予報中の解説をく地点に関東平野の北酉部に位置する群馬県藤岡市森町

参照されたい.大字滝川地区内に選定された(第1図).この地点付近は

桐生～藤岡反射法地震探査測線上において新第三系が
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もっとも厚いと推定されるところの南西約6kmのとこ

ろに位置している1

錠で所期の目的をほぼ達成し得る位置として一先に述べ

た地点が選定されたのである.

4.予想地質および予定深度

一般に反射法地震探査記録の解析は地下における

地震波の伝播速度分布が深度の一次函数で表わされると

仮定して行なわれている.石油資源開発(株)の未公表

の資料(広沢･田畑1958)によれば本層序試錐の位置

付近においてはV･=1,600+1Z(V窺:深度Zmのとこ

ろにおける速度で単位は㎜/s)たる線型増加速度分布を仮

定した場合海水準下約250mのところに洪積層の基底

と推定される反射面がありまた約1,050mのところ

に館層の基底と推定される反射面が認められる.これ

以深については反射面による地質の推定は困難である

が同社の探鉱部ではもよりの地表における各地層の

厚さおよび上に述べたように仮定した場合の反射面の

分布状況から板鼻･吉井画層の基底および基盤の深

度をそれぞれ海氷導下約1,550m2,480m･および

3,360mと推定している(第2図)｡

以上に述べたような予想地質から本層序試錐位置の

高度は海抜71.21mであるのでここで深度約3,000mの

層序試錐を実施すれば春日部層序試錐の場合のように

基盤に到達することは困難であるが先にあげた誇目的'

をほぼ達成できるものと期待される.そこで層序試

錐は目的の地層がもっともよく発達しているところで行

衣うのが理想的であ戸が使用予定至廿ぷ㌻､茜囲｡胴､

の機械の能力および新潟県西蒲原郡『
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下における層序試錐とのかねあいを

考慮して本層序試錐と予定深度を

約3,000mとしこの規模の層序試
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5.堀さく

本層序試錐の掘さくおよびそれに伴う現場における諸

作業は予定深度予想地質および工事内容等から考え

て適切な器材･能力を有する帝国石油(株)の請負とし

た.掘さくには国産のD2000機が使用されだがこれ

は41/2"の掘管を使用する場合には2,800㎜までまだ

31/･"の掘管を使用する場合には3,200mまで掘さく可能

とされているものである.掘さくは38年5月23目に開

坑してからほぼ順調に進み6月2壬目には深度1,519.50

血において第1回のSchlumberger杜(以下シュ社すと

る)の検層を実施しまた9月3目には予定深度を越

える3,O04.OO㎜に達し引き続いて第2回のシュ社の検

層か実施された.この間コア掘りのやり直し等のた

め20日間の工程延長を余儀なくされたがそのほかは

ほぼ計画に近い掘さく実績を示した(第3図).

6.測定･調査･研究項目

6.1.地質柱状図の作成

地質柱状図は後に述べるよう放要領で繰取された掘

り層およびコアに基づいて請負業者の責任において

百分率ログとして作成された.
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6.2.検層

深度186mまでにっいては請負業者による電気検層

を行ないSP曲線およびノルマン抵抗曲線を測定し

た.また深度150mのケｰシングパイプ尻以深につ

いては次のようなシュ社による検層を行なった.

測定深度区間(mつ

i)インタクションｰ電気検層工49.8C～3,000.80

ii)音波検層149.80～2,968.00

iii)連続式ディップメｰタｰ575.00～2,401.30

いろいろ抵事情からシュ社によるマイクロｰキャリパ

ｰ検層を実施できなかったことはかえすがえすも残念

である.またバロイド検層にかわるものとして泥

水中のCH{濃度の測定が深度2COm以下について5

m掘進するごとに行たわれた.

6.3.コアによる測定･調査･研究

コア掘りは深度500m以下について原則として

深度100mごとに1回長さ6.5mのコアバレルを用いて

行たわれた.コア掘りはやり直しの分を含めて33

回行なわれたがコアを繰取し得た深度点は27であっ

た(第1表).コアによる測定･調査･研究項目は次の

とおりである.

i)化石有孔虫･貝･花粉等

ii)コア試験比重･孔隙率･浸透率･合水率･間隙水

中のC1■およびN軌十の濃度の測定

iii)有機物分析抽出した有機物の液体クロマトグラフに

よる分析とCおよびNの元素分析

iV)ガス分析迫い出したガスの高感度ガスタ'ロマトグ

ラフによる分析

藤岡層序試錐井ヤグラ全黛(商さ38m)

第1表藤岡層序試錐芽コア掘り一らん

番号�深度�実掘�採拷�採捕率

�������

1�614.30～620.30�6.OO�5.82�97.O

2�716.80～72ユ.20�4.40�ユ.87�42.5

3�810.00～815.80�5.80�2.60�45.O

4�936.30～942.OO�5.70�4.09�72.O

5�1053.30山1056.30�3.00�2.12�71.0

6�1134.00～1139.OO�5.OO�1.20�24.0

7�1231.00～1235.OO�4,00�1.OO�25.O

8�1318.OO～1323.20�5.20�2.80�53.8

9�1430.70～1435.70�5.OO�3.90�78.0

10�1513.50～1519.50�6.00�5.70�95.0

1ユ�1620.00-1625.00�5.00�O.04�O.8

����㈰笱�����〉�〰��

ユ3�1770.00～1773.00�3.00�2.65�88.3

1{�1870.10～1871.10�1.00�O,00�O.O

15�187工.10～1876.60�5.50�O.00�0.0

����住���〰��伉����　

17�2021.60.2024.ユ0�2.50�2.10�84.0

18�2120.OO～2123.00�3.OO�1.08�36.0

19�2123.00～2125.OO�2.00�0.00�O.0

20�2186.60～2190.60�4.00�3.50�87.5

㈱�㈸���㈸㌮���〉�����

22�240ユ.00～2406.10�5.10�5110�100.O

23�2510.30～2515.10�4.80�4.80�100.O

24�25ユ5.10～25ユ7.20�2.10�2.エO�ユ00.O

25�2600.50～2601.70�1.20�O.80�67.0

26�2601.70～2604.20�2.50�O.50�20.0

27�2698.80～2703.10�4.30�4.30�100.0

28�2703.1O～2706.10�3.00�2.30�77.0

29�2792.50～2795.50�3.00�3.OO�100.0

30�2918.80～2921.30�2,50�1.90�76.0

31�2998.60～3001.60�3.00�O.00�0.O

32�3001.60～3003.00�1.40�0.00�O.0

33�3003.00～3004.00�1.00�0.27�27.O

�合計･平均�122.50�72.99�59.6

v)微量元素分析回折格手分光器(JACO)による微

量元素の分析

Vi)鉱物組織一般鉱物組成および粘土鉱物組成

Vii)弾性波速度の測定縦波の伝播速度を垂直･水平

両方向について測定

Viii)残留磁気の測定

開坑式場�



以上のほか工業技術院醗酵研究所および東京大学庭

用微生物研究所においてコア中g菌類の研究カミ行なわ

れている.

6.4.堀屑による測定･調査･研究項目

掘り屑は原則として深度10mごとに採取された.掘

り屑は地質判定のほかに上に述べたコアの場合のi)

およびV)の目的に主として使用された.

7.坑井地質

コアと掘層の調査･研究ならびに各種の検層の結果

から藤岡層序試錐井について次のような坑井地質カミ

明らかにされた.
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藤岡層序試錐丼の電気検属と砦稲魑序匿分

㌧

7.1.岩相層序

厚さ約2mの表土の部分を除いて本層序試錐井には

次に表示するように上位よりABCDおよびE

の岩相層序の大区分が認められる(第4図).

�

E｡

琶.

犬区分深度(m)

���

B30?～280

����

D595～1,742

E1,742～3,004

7.1.1.A,薗3～30?㎜

いわゆる沖積層で主として赤褐色に汚染された紬礫からな

り扇状地性の堆積物と考えられる.下限の深度は不明確

であるが下位のB層との関係は不整合と推定され

星

メ

㌻

べ

る.

7.1.2.B層50?～280m

いわゆる洪積層で主とし細礫ないし小磯および粗

粒砂からなりときに青灰色のシルトを爽有する.

約150㎜以深においては礫1秒ともに一般に赤褐

色に汚染されている.また深度54～82mの間に

は黒色あるいは赤褐色の安山岩質わ角礫が多い1

ほとんど全層準にわたって有孔虫化石を含む.下

位のC層との関係は不整合と推定される.

7.`1.5.Cj吝280～5951=n

いわゆる上総層群と推定されるもので主として赤

褐色に汚染された細亜角礫ないし小亜角礫および粗

粒砂からなりときに青灰色のシルトを爽有し扇

状地性の堆積物と考えられる.下位のD層との関

係は不整合と推定される､

7.1.4.亙E雁嚢595～1,742㎜

本属は上位からD1～D11の11部属に細分される.

D｡部属の一都およびD｡部属の下都以下には有孔虫

比肩が含まれておりまたD品部層およびD11部属

の一都には貝比肩も見られる.下位のE層との関

係は整合である.

7.1.確｡弔.⑰1部属595～64伽

主として緑灰色の中粒ないし粗粒の砂岩と同色のシ

ルト岩の互層からなり最上部に厚さ不明の亜炭層

智爽有するほか全層準にわたって薄い亜炭片の

介在が見られる.

腎ヰ項｡嬉.婁､肌部層644～666醐

緑欧亀の凝灰岩からなるが上半部は精土化してい

るものを推定される.

緊｡項｡確｡蓬｡眺部鰯666～949㎜

主&して紬礫ないし小磯に富む細粒ないし粗救の凝

灰質砂砦からなり灰魯の凝灰質泥岩および灰白色

の凝灰磐を爽有する,深度87卜鎚綱のところに

位置する泥岩はその最上部に原書不明の亜炭層を

爽衛するほか全層拳にわたって薄い醒炭片の介在

が箆蔭れる｡

腎｡葦､壌｡嬉,独唾部溺脇聾榊項呈稲遷臓主として

緑灰亀の凝灰質泥岩と帯数ないし粗載の凝灰質紗着�



を基質とする細礫岩あるいは小礫岩の互層からなりしばし

ぱ薄い亜炭層を爽有するほか凝灰質泥岩中には全層準に

わたって薄い亜炭片の介在が見られる.

7.1.4.5.Φ｡部煽1,184～1,275m灰色ないし緑灰色

の凝灰質泥岩と灰白色ないし灰色の凝灰質細粒砂岩の互層か

らなりその最上部に厚さ不明の亜炭層を爽有する.

7.1A6･以都鰯1,275～1,515㎜主として緑灰色の

細粒ないし粗粒の凝灰質砂岩を基質とする細礫岩ないし小礫

岩からたり淡青色の鰯1密な凝灰岩白色の軽肩凝灰着およ

び灰色の凝灰質泥岩を爽有する.

7.1.4.7･以部鰯1,51ト1,340㎜主として灰白色の

軽石凝灰岩からなり灰色の凝灰質泥岩を爽有するが上半

部は粘土化しているものと推定される.

7.1.4.8､臥都煽1,34ト1,486臓主として灰色の凝

灰質泥岩および砂質シルト岩と灰色の細粒ないし粗撞の砂岩

の互層からなり深度王韮380～1,410血および1,436～1,480m

のところには多数の貝殻の破片が見られる.最下部の深度

1,480川I,486mのところは灰色の中粒砂岩を爽有する細礫岩

となっている.

7.1-4.9.眺部癩1,48ト1,523m主として灰色の砂

質シルト岩からなり灰色の細粒ないし中粒砂岩を爽有す

る.

7.1.4.10.眺部鰯1,523～1,558軸主として暗褐色

の凝灰質泥岩と灰白色の凝灰岩の互層からなる.

7･1･4･11･皿11部煽1,558～1,742㎜主として灰色の

凝灰質泥岩および砂質シルト岩からなり灰白色の凝灰岩お

よび凝灰質細紋砂岩を爽有する.

7..1.5.亙ハ轟1,742～5,O04亙皿

本層は上位からE1～E･の5部属に細分される.全層準に

わたって有孔虫化石を含みまた貝化石を産するところも

見られる.

7.1.5.1恥部層1,742H2,121㎜主として暗灰色の

シルト岩からなりときに灰白色のベントナイト質凝灰岩を

爽有する.最下部の深度2,111～2,121mのところは特徴的

な灰白色のベントナイト質凝灰岩および粗粒の凝灰岩となっ

ている.

7.1.5.2.軸部層2,12ト2,575m主として暗灰色な

いし暗褐色の硬質シルト岩からなりときに灰白色のベント

ナイト質凝灰岩砂質凝灰岩淡青色のハリ質凝灰岩および

灰色の凝灰質系砥粒砂岩を爽有する.

7.1.5.5.臨部綴2,575H2,765m主としての暗灰色

ないし暗褐色の硬質シルト岩からなりしばしば灰白色のベ

ントナイト質凝灰岩および綴密な凝灰岩をまたときに灰

色の凝灰質砂岩を爽有する.

7.1.5.4.軸部層2章ア6ト2,884m主として灰白色の

凝灰質徴粒砂岩および暗灰色の硬質シルト岩からなりしば

しば灰白色のベントナイト質凝灰岩および灰白色ないし淡青

色の綾密な凝灰岩を爽有する.

7.1.5.5.圃｡部煽2,884～5,O04m主として灰白色の

微粒砂岩からなりしばしば灰白色ないし淡青色の徴密な凝

灰岩および灰白色のベルトナイト質凝灰岩をまたときに

灰白色の凝灰質紬撞砂岩および中粒の石英質砂岩を爽有す

る.凝灰質微粒砂岩は暗灰色の硬質シルト岩を爽有するこ

ともありまた深度2,932～2,937mのところは著しく泥灰

質になっている.

7.2.有孔虫化石

AおよびCの2層からは有孔虫化石が発見されなかっ

た沸BDおよびEの3層は有孔虫化石から見ると

それぞれ次のような特徴を有する.

掘さく作業は夜間も続けられた

7.2.1.1B壌嚢

全層準にわたって有孔虫化石が含まれているがいずれも個

体数が少なく本属全体としての特徴を挙げることは困難で

ある.少数の浮遊性種も見られるが底棲種はだいたい沼

二岸性のもので注意すべきものとしてはα眺伽s肋伽7一

州伽5切〃〃榊〃α21躯α刎〃5s伽αおよびム榊カ〃s加功伽

榊伽妨の3種があげられる.

7.2.2.皿層

有孔虫比肩を産するのはDまD6D8DgおよびD11の5

都層であるが最下位のD11部属を除いた5都層におけるそ

の産出状態はきわめて断片的である.

7.2.2.1.以部属注意すべき産出頻度を示すものは

底棲種ではα伽〃鮎｡伽2〃脇附また浮遊性種では

α0〃9雌肋"μω肋〃0{伽8およびα0ゐ070切〃αS0〃〃α

だけである.

やぐら下�
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7.2.2.2.以部鰯注意すべき産出頻度を示すものは

底棲種ではλ妙〃sf妙伽舳伽肱また浮遊性種では

Gloあな倣肋σ伽〃｡〃2sおよびαo〃gξ7伽θ〃鮒〃〃｡6α

だけであるがG.〃〃｡6αがとくに高い産別頻度を示してい

る.

7.2.2.3.臥部鰯珪意すべき産脚頻度を宗すものは

R0〃加州カ0〃6"だけである.

7.2.2.4.眺部綴有孔虫化石の産出はきわめて断片的

で特筆すべきものを欠く.

7.2.2.5､軸部綴ほとんど全層準にわたって有孔虫比

肩に富んでいる.底性種の中で注意すべき産出頻度を示す

ものは亙がSfo刎{榊"αヵ"C加""σ砂な2"舳Cf.卯0一

δ086〃ωおよび五〇fo〃〃ψo閉5ωの3種である.群集帯

という見地からす如ばこれを助畑｡閉切""加1C加"α･

ω伽7伽Cf.卯｡δoS棚ω群集帯とすることができる一

浮遊性種には多産するものを欠くがα0〃g〃舳伽〃｡倣S

α0〃9脈伽0〃ε8〃10あαおよびα0あ070地1加SC〃〃αの

3種が認められる.

7.2,3.週癩妻

ほとんど全層準にわたって有孔虫化石に富むがその変化は

少なくわずかにE1部属の上･中都を含むω伽〃刎｡f.

〃050s"〃∬ψ10〃他g刎｡〃鮒spp.群集帯とE1都層

の下都以下の〃ω伽｡伽〃"60榊伽桃･Hψo力"σ厚吻｡4･

加sspp.群集帯に分けられるだけである.

7.2.3.1.ω吻研肋αぱ.〃06086湖ω一亙卿1oψrασ･

㎜0〃88岬P.群集帯

群集帯名に冠したもの以外の注意すべき底棲種としては

α〃｡〃2s■07〃伽㈱五カ{s'o〃榊〃α加1o加〃"および

Ro刎洲1泌｡肋sの3種があげられる.浮遊性種には特

筆すべきものを欠く.

7.2.5.2､πα棚πo湖刎α60㎜㎜"ηε8一亙岬1叩伽ασ一

㎜o減23国㈱.群集箒

群集帯名に冠したもの以外の底棲種としてはαあ〃伽Cf.

ω冶肋〃α閉"sCツ｡〃閉〃婁加臓ゴ劃カ｡〃｡"C.cf.o〃北〃α〃5

Cαss〃〃伽spp.および1～of"吻｡f.ま｡〃伽鰍sξ8等があ

げられる.多産する浮遊性種にはαoあ勧伽｡〃洲〃1o･

地および0〃〃〃舳刎伽〃sσの2種があるがとくに後

者が多産することは対比を考えるうえに重要な事実であ

る.

7.;.対比

7.3.1,A葬…萎

非海成層であるが海成の有楽町層に連なる沖積層と考えら

れる.

7.3.2.彊層

本層の有孔虫化石の内容は春日部層序試錐井のB層のものと

かなり異なるが本属は明らかに後者に対比されるものであ

る､本属に対比される地層としては展風が浦層地蔵堂

層犬津層および宮田層があげられるがとくに本属および後

2者にλ吻〃8加功肋"畑伽伽が共通に含まれていること

は注目に値する事実である.

7.3.5.C層

本層からは化石が発見されていないが上下の地層との関係

から見て本属は春日部層序試錐井のC層さらにこまかく

いえばそのC望部層以上に対比されるものと考えられる.

後者のC層は上位よりC1～C壬の4部属に区分されC主都層

とC榔層の間に不整合が想定されるので本属は後者の上総

層群の上半都に対比されることになる(第5図).

7.3.4.】)層萎

本層は明らかに隣接地域の広義の板農層に対比されるもので

ある.さらにくわしく見るとそのD･部属は地表の館層

の基底の凝灰岩にほかならないのでD1～p｡部属は館層に

またD8～D11部属は狭義の板鼻層に対比されるこになる･

地表の館層には下位より本属上層高丸層別層I

別層■および別属皿と呼ばれる6枚の亜炭層が梵られている

(地質調査所1960).そして別層1Iの上位には顕著な

凝灰岩がありこれは明らかにD望部層に対比される.以

上に述べた2枚の凝灰岩を基準として考えるとD･都層の最

上都に爽有される亜炭層は上層にD3都層の下半部に爽有さ

れるものは別層■にまたI)王都層の最上部に爽有されるも

のは別属皿にそれぞれ対比できそうであるが現状では炭

層対比の結論を急ぐことは危険である.

7.3.5.E堀妻

本層の岩相および化石相の垂直方向の変化ならびにEi都

層の最下都の顕著な凝灰岩を地表の隣接地域に求めること→こ

より本属のE､～E芭都層が後者の原市泥岩層にまたE｡

～E･部属が後者の聖明寺砂培層にすなわち本属全体と

してはいわゆる吉井層に対比されることが知られる･

雛｡腺デベ約レ皿ンジン3鑑

(狗等繭)

獲螺オ切ダ(淀申上部)

禅刈㍑タ費一ン(お尊下部)

溌綴(積はし学上部)

巨大法ドロｰウオｰクスとタｰンテｰブル(拍手前)�
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第5図書目部礫･岡両層序試錐

井の坑井地質の対比

iii)C層後期鮮新世

iv)D層後期中漸世

v)E層中期中新棋

7.4.時代

本層序試錐井

において識別さ

れた各層の地質

時代は検出さ

れた有孔虫化石

および対比され

る地層の化石か

らそれぞれ次

のように判定さ

れる.

i)A層完新世

ii)B層中期更

噺峰(ミンデ

ルｰリス間氷

期)

7.5.構造

連続式デイップメｰタｰによる測定が行なわれたのは

D層およびE層の上半部についてでありまたほぼ

100mの間隔でコアの採取カミ行なわれたのは深度5COm以

下であるがA･Bの両層はまったく水平にまたC

層もほとんど水平に横たわっているものと判断される.

連続式ディヅブメｰタｰの測定結果およびコアに認めら

れる傾斜について見るとD層は北北東放いし北東の方

向に10｡～15｡前後傾斜している.E層の下半部につい

ては連続式ディップメｰタｰによる測定は行なわれなか

ったがE層全体として傾斜角およびその方向はD層

のものとほぽ同じであり下方に向って傾斜角がわず

かに増加する傾向があるものと判断される.E層の最

上部に見られる30｡前後の傾斜は偽層によるものと考

えられる.

8.地震探査の結果と坑井地軍

先に述べたことから明らかなように主として地震探

査記録の解析の結果に基づく予想地質と実際の坑井地

質とは非常に違っていたカミ音波検層の結果によれば

この間の事情は明らかである.すなわち音波検層の

記録から作った本坑井の走時曲線(横軸の単位はマイクロ

セカンドm/｡)および深度20mごとの平均速度の分布(第

6図)から明らかなように音波の伝播速度V｡が直線

的に変化するのは深度1,900～2,000m前後以深でかっ

この部分の勾配は非常に大きくまたこれ以浅とく

に深度1,800m以浅においては速度のぱらつきはきわ

めて大きいがほぼ2,50G～2,600m/sを中心として変動

し深度とともに速度が増す傾向はわずかに認められ

るに過ぎ狂い.このような速度分布は隣接測線の反

射法地震探査記録の解析に用いられたVε=1,600+1Z

という線型増加速度分布と大いに相違しその結果カミ予

想地質と実際の坑井地質の大きな相違をもたらしたこと

は明らかである.本坑井において速度のばらつきが大

きいところは主として相粒の未固結岩層からなってお

り上層部にこのよう放厚い堆積層がある地域の反射法地

震探査記録の解析に当っては多少の不便はあっても

少たくとも別個の線型増加速度分布を有する2層が想定

されなければ在るまい.

9.=1アの有機物およびガスの分析結果

帝国石油(株)中央技術研究所に依頼して行なった本属

試錐井のコアの有機物の分析結果によればE層の平均

炭化水素含量および石油化度はそれぞれ122ppmおよ

び0.0101でありいずれも春日部層序試錐井と隣接地域

循環ポンプ(71ん'1x15"2基)

各種タンクおよび倉庫�



母数HyR(pp㎜)一Ch■Cポ

藤岡19ユ220.0101

富岡(地表)31700.0063

春日部72000.0265

踊皮〔加)

(帝国石油株式会社中央技術研究所分析)

第2表

*岩石中の炭化水素含量｡

吉井層相当層の

**石油化度と呼ばれるもので岩石中の炭化水素

に配分されている炭窯量Chを全有機炭素量C｡炭化水素含量お

で除したものであるよび石油化度

2,400m以深のコアの泥質岩中のガス分析の結果は第

3表に示すとおりであってところによっては予想以

上のガスが含まれていることが知られる.本表におい

て深度2,402mおよび2,514mのものについては

2,703m以深のものにくらべてメタンが極度に少なく

なっているがエタン以上の重炭化水素にはこのような

ことカミないのでこれはコア採取後分析までの聞に

逃げやすいメタンのかなりの量が失われたためと考えら

れる.また深度2,793mのものについての値は新潟

県下の産ガス層についての一般的恋値にほぼ匹敵する

ものである.

雪,500

第6隅

]oo!岨｡舐岨

仙5㎝舳foo温｡o㎜1,ooo繊{冊〕

1.｡｡o空.o･｡岬｡･.㎜･oOO鮒て･■呂〕

藤岡層序試錐井の音波検層による走時と速度分布

の地表における相当層のほぼ中間の値を示している(第

2表).これらの数値は新潟県下の含油新第三系の平

均値の約半分であるが南関東や宮崎県下のようなまっ

たく産油を見ない新第三系のものよりはるかに大きv'.

そして本層序試錐の位置は堆積盆地の基盤深度の大き

いと推定される地帯からかなり離れているので後者に

おいてはこれらの値がさらに大きいものとなる可能性が

きわめて強いのである.

石油資源開発(株)技術研究所に依頼して行なった

10.コアの物理･化学試験結果

第4表は帝国石油(株)中央技術研究所に依頼して行な

ったコアの物理･化学試験の結果をとりまとめたもので

ありまたその主要なものは第7図～第9図にも図示

されている.本表およびこれらの図から明らかなよう

に大部分の数値は深度1,515mと1,772mの間で大きく

変化しているカミ間隙水中のC1一だけは深度1,772m

と1,924mの間で顕著な変化を示している.これらの

数値の中で泥質岩の孔隙率はこれを深度に対して対

数で表わした場合には一般に直線的に変化するとされ

ているものであるが第8図に見られるように本層序

試錐井の場合にもこのような一般的な傾向を示すと見

ることは少し無理のようである.これはE層と

くにその下部p孔隙率カミ異常に低いことによるものであ

る.その原因はこの部分の岩石学的性質にあるものと

思われるが具体的なことにつv･ては今後の研究の進

展にまたなければならない.第7図および第8図から

掘管置場�
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第3表藤岡層序試錐井コア･ガス分析結果

深度{m〕

犬区分

A層

B層

C層

D層

E層

㈭㌰�

30?～280

280～595

595川1.742

1,742～3,004

対比される地層

有楽町層

屏風が浦層'

上総層群

館･板鼻層

原市泥岩･聖明寺砂岩

以上の中で海成の屏風カミ浦層相当層お去び非

海成と思われる春日部層序試錐井の上総層灘の上半

部相当層すなわち模式地の上総層群中部相当層の

存在は隣接地域の地表地質からまったく予想され

ていなかった.また館層相当層の上部に有孔虫

化石を含む海成層か爽有されていることがわかった

カミこれも地表においてまったく知られていなかった

事実である.この海成層の発見の結果簡単に海

退期として片づけられていた関東山地北東縁部の中

新世後期の地史に相当な改訂をほどこさ泣けれぱ

ならなくなった.またこの海成層が鍵層として

有効たことは明らかでありその地表における確認

が考寺たれる.

ii)本坑井に隣接する桐生～藤岡反射法地震探査測線

の記録の解析はV｡:1,600+1Zという線型増加

速度分布を仮定して行なわれたカミその結果に基づ

深度〔m〕

�　

�潯�

��　

㈬住伀

㈮�　

里.02.5比皿･3･OOO

]020304050%孔鱗｡

1020里O%舎榔･3

第7図泥質岩の比重･孔険率･合水率第8図

く予想地質と実際の坑井地質の大きなくいちがいの

原因カミ音波検層の記録と坑井地質を対照させるこ

とによって明らかになった.この結果は関東平

野における既存の地震探査記録の再解析および今後

の地震探査の記録の解析に大き恋進歩をもたらす

ものと確信される.

��

iii)本坑井の吉井層相当層中の泥質岩の石油･ガス母

層としての性質は春日部層序試錐井の相当層のも

のより劣るカミまったく産油を見ない地域の相当層

のものよりはるかにすぐれているぱかりでなく本

層中の泥質岩に含まれているガス量はところによ

り予想以上に大きい値を示している.本坑井が堆

積盆地の中央部からかなり離れたところに位置して

いるにもかかわらずこのような事実が見られるこ

とは春日部層序試錐の成果の1つとして予想され

た関東平野における可燃性天然ガス鉱床の探鉱の有

望性をさらに裏づけたことになる.しかし春日

部･藤岡の両層序試錐によって有望な貯溜層およ

び封塞構造を発見することはできなかったので今

後の探鉱の主力は貯溜層と封塞構造の発見に向けら

れなけれぱたらないと考えられる.

203550%孔隣率⑧

122130%､含水率O

片対数グラフで示した泥

質措の孔瞭率･合水率
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また藤岡層序試錐の結果得られた成果の中には学

術的にもきわめて貴重なものカミある.これらの中には

上に述べた本来の目的に対応するものと一部重複するも

のもあるがそのおもたものは次に述べるとおりであ

る.

i)本層序試錐によって藤岡市付近にも屏風が浦層

に対比される海成層の伏在することが確認された.

扇風が浦層の堆積期すなわちミンデノレｰリス間

氷期に東京から埼玉県東部を経て群馬県南東部に

連なる低重力地帯において大規模な沈降運動が行

なわれたことほすでに春日部層序試錐の結果から

想定されたところであるが藤岡層序試鍬こよって

この沈降運動とそれに伴う海進が予想以上に大規模

なものであったことが一層明らかになったわけで

ある.本坑井における厨鳳が浦層相当層の基底の

深度が280mにも達していることおよび館林市

付近に古くから知られている海成第四紀層の分布か

ら考えるとこの時代の海は赤城火山の下にまでお

よんでいたようである.

ii)D3部属の一部に有孔虫化石が含まれていること

によって示される中新世後期の海退中にはさまれる

海進は大規模なものでは校いが従来まったく知

られていなかったものである.

12.むすび

以上に藤岡層序試錐をとおして現在までに得られた

成果の概要を坑井地質を中心として述べたが専門別

に行なわれている各個の研究の成果については本年度

末までにとりまとめることになっている.また本年

度には本層序試錐に並行して新潟県下において蒲原

層序試錐が行なわれており両坑井の坑井地質相互の関

係の究明そのほか両者の比較研究によって得られる成

果にも大きな期待がよせられている.

(筆者は燃料部万油課)
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615.15,615.33�灰色シルト石�1.66'�49.婁�3.50�29.O�33.6�59�6�18

619,lO-619.30�暗灰色シルト石�1.63�48.6�胞裂�2S.8�32.5�58�7�15

717.60}717.80�灰緑色推灰質砂石�2.lO�28.6�盤型不能�13.O�8.{�113�7�13

?17.95-718.12�賢灰色糧灰質中粒砂岩�2.34�16｡婁�O.30�7.O�6.6�153�ll�13

S1O.3S-810.53�蟻灰色握灰鮒粒砂石�2.05�32.O�300�13.O�14.8�101�ll�13

810.95-811.05�縁灰色経灰街中厳砂岩�2.05�3一.4�250�ユ3.6�14.6�101�11�13

937.16}937.36�黒色泥百嘔炭を含む〕�1.78�29,1�O.98�16.O�14.7�145�9�13

937.5?一93'.η�灰色泥割脇化石を含む〕�2.07�33.6�21.09.30�16.O�14.3�145�15�5

�^^^■��…������

105{.39-l05{.59�録灰色猛灰質範粒砂岩�2.04�36,4��15.O�1壬.4�307�9�5

1055.02-1055.22�同上�2.05�32,2�40.O�14.o�14.0�326�11�5

1134.66-113{.76�1同上�2.21�26.9�O.22�11.4�9,9�587�16�7

1319.45-1319.64�灰白色軽イ】樹灰石�1.83�47.1�4.80�2一､O�19.8�692�8�16

1320.OO-1320.22�同上�1.S2�44.O�犯裂�20-4�19.3�708�lO�14

1431.21.1431.28�灰色松灰償中粒砂石�2.10�26.3�O.58�1王.O�1O.7�306�19�32

1{32.66-1432.S6�灰色砂費シルト石�2.19�25.7�2,60�10.8�n.6�300�21�35

1513.76-1513.87�灰毛細粒砂石�2.08�30.3�蝸.O�11.0�11.2�705�56�25

1514.50+1514.祀�灰色中粒砂石�2.04�31.1�155�11.6�12.6�700�45�16

1η1,90}1〃2.05�暗灰色砂質シルト面�2.32�19.6�O.125�8.O�7.8�801�217�169

19刻.38-1924.52�鵬灰色シルト而�2.25�20.1�O.32�8.6�8.5�4220�404�124

2022.20-2022.如�1目上�一�.�'�'�7.7�5{OO�20I�19{

2022.97-2023.M�暗灰色シルト石�2.30一�17.7�0.30�7.6�7.9�5260�206�115

2-20.85-2121.03�1火白舳世凝灰岩�2.31�16,6�O.55�7.2�5.8�5490�390�381

2188.98-2189.18�鴫灰色硬質シルト石�2.33�I7,7�O.175�6.8�7.2�4320�238�168

2仙4.21}2ω4.43�暗灰色硬質シルト朽�'�1�一�一�5.5�10510�181�58

2405.12-2{05.34�鵬灰色硬質シルト石�2.36�13.5�O.028�5.2�5.5�10800�2ユ0�11

2514.OO}2514.19�同上�2.35�11.O�O.035�4.6�5.3�8130�194�11

2600.91-2601.12�同上�2.35�13.9�0.00�5.8�5.3�7,740�77�11

2701.n-2701.95�同上�2.41�10.6�0.OO�4.2�壬.2�10,660�133�22

2704.7一}2704.92�同上�2.44�9.7�o.oo�3.8�3.7�9210�133�168

2794.44-2794.64�同上�一�一�一�一�3.2�9480�174�58

2794.64-2794.86�灰色硬質シルト石�2.37�7.8�O.OO�3.2�3.8�9770�18壬�188

2920.24.2920.44�同上�2.42�9.7�O.OO�4,0�3.9�7850�14{�26

第4表

藤岡脳浄試

錐抑コア物

理･化学試

験結果

薬物理試験と併行して出した値類化学試験と併行して出した値張寺コア10009r中のNH,mε{帝国石渡株式会社中央技術研究所分析)�




